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私は昨年 3月 11 日震災時，盛岡にいたが，ラジオで釜石に津波が襲来していることを聞き，大槌へ向かおうとし
た．しかし，釜石で通行止めに遭い，被災した県立釜石病院に泊めて貰った．翌 12 日，海岸沿いの国道 45 線はや
はり通行できず，内陸の遠野を回り，圧雪の立丸峠を越え，土坂峠より大槌に下った．いつもと変わらない風景だっ
たが，大槌病院まであと 1kmというところで，路面が急に泥だらけとなり，道端に軽自動車がひっくり返っていた．
家が流され，泥と瓦礫に埋もれた中に県立大槌病院は建っていた．病院は 2階まで津波に浸かり，薬局も栄養管理室
も破壊されていた．3階病棟はほぼ大丈夫であったが，電気・水道・下水とも使用不能で，電話も通じなかった．3
階病棟にあったのは入院患者さんへ処方されていた薬とインスリン数本だけであった．それらの薬を使い診療しよう
としたが，てんかん発作患者・トラック運転中に津波で横回転した外傷者など病院にたどり着いた患者さんはわずか
であった．
13 日，県立遠野病院の貴田岡院長先生が来院し，薬剤をいただいた．午後，被災した大槌病院を離れ，寝たきり

の患者さんと共に高台にある県立大槌高校へ移動した．夜，浜松日赤DMATが訪れ，インスリン 2本など薬品をい
ただいた．14 日は日赤チーム，その後 15 日，千葉県我孫子DMAT，岩手医科大学第一外科大塚・小笠原医師，岩
手医科大学DMAT，16 日以後も，長崎大学，AMDAなど多くの支援チームが来院した．また，15 日には，薬問屋
より，内服薬を取り寄せられるようになったが，冷蔵庫の停電によりインスリンは納入できないとのことであった．
16 日には岩手県医療局，東京大学より支援薬剤が届き，17 日にはインスリンも納入可能となり，最低限の薬品は
入ってくるようになった．このようにして 25 日まで仕事したが，以後を青森県・大阪府・長野県小県郡医師会支援
チームにお願いし，被災した自宅の後片付けなど行った．
4月 25 日の病院再開後，いくつかの問題点が見えてきた．
糖尿病性昏睡で入院した 1型患者さんが 2名いた．インスリンが無かったり，中耳炎を悪化させたためであった．

インスリンが無いため，ログ 2-2-2 と減らし急場をしのいだ 1型患者さんもいた．普段イノレットを使用している 80
歳のお婆ちゃんがフレックスペンを渡されて使い方がわからなかった，というインスリン入手にかかわる問題があっ
た．今回，日本糖尿病学会ではインスリン支援を行ったが，私が聞いたのは 24 日夜で，実際に支援品を手に入れた
のは 26 日であった．当院では血液透析を行っていないが，透析液がなぜか送られてきた．インスリンについても大
規模災害時には自動的に支援品配布が行われるシステムを構築すべきと思う．1型糖尿病患者を何人見ているか病院
毎に登録してもらい，災害時に必要と思われる本数を送り届けるのはどうであろうか？
今回，被災地は電気も暖房も無く，夜間は氷点下になった．インスリンの凍結を防ぐために，保管はどうするのか．
氷点下 10 度，20 度となれば，冷蔵庫の中でも凍るのではないか．また，気温が 35 度を超える状態で，使用中のイン
スリンは室温で良いのか．使用中のインスリンを冷蔵庫に保存しても良いのではないかなどの検討が必要である．
震災時の食事はかなり偏っていた．当初，おにぎり，雑炊，菓子パンに味噌汁といったもので，肉を見かけたのは
24 日であった．被災していない家庭でも電気が止まり，スーパーなど食料品店がすべて壊滅した状態では食料品が
手に入らず，避難所の炊き出しに来ていた．このようなエネルギーは少ないが炭水化物の多い食事で，血糖はどのよ
うに変化したのであろうか．内服薬，インスリンをどのようにすべきだったのか．血糖を上げにくい食事，カーボカ
ウント法を中心とした災害時の指導を考える必要があると思われる．
大槌町ではすべての医療機関が津波で被災し，診療できなくなった．お薬手帳を持っている人以外，投薬内容はよ
くわからなかった．その後，当院では患者名より 1～ 3月の処方を検索ができるようになった．患者さん方は，大槌
病院再開後，徐々に通院してきた．残念ながら，震災後に受けた治療状況は不明であった．この被災状況からは致し
方ない事であるが，災害カルテを患者さんに持たせる，お薬手帳を記録簿に使うなどの検討が必要である．
さらに，避難所で自分が糖尿病であることを隠し，治療を受けなかったり，そのまま治療中断した患者さんもいた．
これらの患者さんの困難に対してアドバイスできるのは糖尿病療養指導士であり，上記の問題点のいくつかは克服
できたと思われる．今後の発展・活躍を期待したい．

東日本大震災，津波被災を経験して

岩手県立大槌病院副院長　黒田継久
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